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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに    

筆者らは、地盤が破壊する前に間隙水圧が上昇するのに着

目して1996年9月から千葉工業大学津田沼校地内（習志野市）
の地表面下 80ｍ、230ｍおよび 403mの地中において、10分
間隔で経時的に間隙水圧を測定している。従来の観測で大深

度地下の間隙水圧には気圧、潮位および月の引力などが即時

的に影響していることが明らかになっている 1）2）。これらと

は別に夏期には水圧が減少し、冬期には増加するといった季

節変動があることがわかった。本研究はこの季節変動の特徴

について基礎的な考察を行ったものである。 
2.2.2.2.大深度地下間隙水圧の季節変動大深度地下間隙水圧の季節変動大深度地下間隙水圧の季節変動大深度地下間隙水圧の季節変動    
図 1 は、津田沼校地内間隙水圧測定地点における計器埋設

状況及び土質柱状図を表している。観測点における地層は、

砂層と粘土層とが互層をなしている。 
図 2は、1996年 1月から 2000年１月までの津田沼校地内
における地下間隙水圧測定結果である。図から地下の間隙水

圧は夏に下がり、秋から冬にかけて上昇する季節変動が毎年

見られることがわかる。この季節変動の要因として、降雨の

地下への浸透が考えられる。そこで、地下間隙水圧と、間隙

水圧埋設地点の地層への浸透に影響を及ぼす地域の降雨との

関係ついて調査した。 
図 3 は観測地点周辺の地層断面図を示したものである。図
から、観測点ＡおよびＢは成田層群に、また観測点ＣとＤは

上総層群に位置していることがわかる。地層は地殻変動の影

響を受け、下総台地から東京湾方向に大きく傾斜している。 
図３を参考にして、観測点ＡおよびＢが位置する地層の間

隙水圧に影響を及ぼす降雨の範囲は下総台地と考え、下総台

地にある全ての気象庁測候所（10箇所）の降水量を調査した
結果を図 2に示す。図 2に示すとおり、降水量と地下間隙水
圧の季節変動の間には明確な相関は見られなかった。ただし

降水量のデータからは地下に浸透する水量を正確に特定でき

ないため、降水量からでは降雨と地下間隙水圧の関係を明確

に評価できない。今後降雨の地下浸透量を正確に把握する手

法を再検討し、季節変動との関係について調査したい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１図１図１図１    津田沼校地内間隙水圧測定地点の津田沼校地内間隙水圧測定地点の津田沼校地内間隙水圧測定地点の津田沼校地内間隙水圧測定地点の    
地層と計器埋設状況地層と計器埋設状況地層と計器埋設状況地層と計器埋設状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２図２図２図２    各観測点の間隙水圧の測定結果と降各観測点の間隙水圧の測定結果と降各観測点の間隙水圧の測定結果と降各観測点の間隙水圧の測定結果と降水量水量水量水量    
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3.3.3.3.大深度地下間隙水圧の季節変動の特徴大深度地下間隙水圧の季節変動の特徴大深度地下間隙水圧の季節変動の特徴大深度地下間隙水圧の季節変動の特徴    
ここでは、地下間隙水圧の季節変動の周期性を考察するた

めに、年の違う同じ月日の水圧データの比較を行った。比較

の方法は、次に示すとおりである。以下式中の記号 Yは年、
Mは月、Dは日を表わす。 
 今、Y年M月 D日の水圧を PY,M,Dとする。Y－1年の一年
間の水圧の平均値を AY-1とし、Y－1 年の M 月 D 日の水圧
PY-1,M,Dと平均値 AY-1の差 

SY-1,M,D＝PY-1,M,D －AY-1 
を求める。Ｙ年における水圧の観測値 PY,M,Dから上記で示し

た SY-1,M,Dを引いた値を結んだ線が直線になれば、Y年の季節
変動は Y－1年と同じである。 
図４は 1996年 9月 28日から 1997年 9月 27日までのデー

タをもとに 1997年 9月 28日から 1998年 9月 27日までの水
圧データを上記の方法で補正した。また図 5は、1996年 9月
28日から 1998年 9月 27日までの 2年間、すなわち SY-2,M,D

と SY-1,M,Dの平均値を用いて 1998年 9月 28日から 1999年 9
月 27日までの水圧データを補正した。図４、５には多少の凹
凸はあるものの、各水圧補正データは直線に近くなっている。

従って、観測値が直線からずれた場合には、季節変動以外の

要因によって変化したものと考えられる。 
図６は観測点Ａの図４および図５の補正データと観測年の

水圧の平均 AYとの差のばらつきを示したものである。一年間

のデータによる補正値の分散は 0.0314、二年間のデータを用
いた場合は 0.0157となった。１年分のデータを用いて補正し
た場合に比べ、２年分のデータを用いて補正を行った方がば

らつきが少なくなっている。三年目については観測中である

が、現在（2000年 3月 28日）までに得られた半年分のデー
タを用いて同じ補正を行ったところ分散は 0.0080となり、さ
らにばらつきは少なくなっている。 
 このことから、地下間隙水圧の季節変動は日単位の精度の

範囲内で定量的にも同様に毎年繰りかえされていると考えら

れる。 
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図図図図 3333    観測点観測点観測点観測点を含む地層断面図を含む地層断面図を含む地層断面図を含む地層断面図 3333））））    

 
 
 
 
 
 
 

 
    

図図図図 4444    1996199619961996 年のデータを用いて補正した年のデータを用いて補正した年のデータを用いて補正した年のデータを用いて補正した    

1997199719971997 年の間隙水圧データ年の間隙水圧データ年の間隙水圧データ年の間隙水圧データ 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

図図図図 5555    1996199619961996 年～年～年～年～1997199719971997 年のデータを用いて年のデータを用いて年のデータを用いて年のデータを用いて    

補正した補正した補正した補正した 1998199819981998 年の間隙水圧データ年の間隙水圧データ年の間隙水圧データ年の間隙水圧データ 
 
 
 
 
 
 

    

図図図図 6666    観測点Ａでの観測点Ａでの観測点Ａでの観測点Ａでの 1111 年目、年目、年目、年目、1111～～～～2222 年目のばらつき年目のばらつき年目のばらつき年目のばらつき    
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